
 

 

 

 

 

 

 

出発メーター３４９７０ 帰着メーター36524 １５５４キロ 

 ★カーナビは、最新版が必要 郊外の道路は狭い 農免・参道 

基本 出発０６：００ １寺目祈願 7：００納経・出発 

   終了 17：00 として、次の番所近くで宿泊所を探す 

   宿泊 予約なし 飛び込み（ネットで一覧表を印刷要） 

 

１日目（１０月 1１日） 曇り時々雨 １番～１３番［１３寺］ 

 宿泊 民宿：名西・花 6.500 朝・夕２食 

 １番霊山寺⇒２番極楽寺⇒３番金泉寺⇒４番大日寺⇒５番地蔵寺⇒６番安楽寺⇒ 

 ７番十楽寺⇒８番熊谷寺⇒９番法輪寺⇒１０番切幡寺⇒１１番藤井寺⇒１２番焼山寺 

 １３番大日寺 

２日目（１０月１２日） 曇り時々雨 １４番～２３番（１０寺） 

 宿泊 民宿：室戸荘 6.600 夕食のみ 

 １４番常楽寺⇒１５番国分寺⇒１６番観音寺⇒１７番井戸寺⇒１８番恩山寺⇒ 

１９番立江寺⇒２０番鶴林寺⇒２１番太龍寺⇒２２番平等寺⇒２３番薬王寺 

３日目（１０月１３日） 晴れ   ２４番～３４番（１１寺） 

 宿泊 土佐市内 ビジネスＨ 5775 素泊まり 

 ２４番最御崎寺⇒２５番津照寺⇒２６番金剛頂寺⇒２７番神峰寺⇒２８番大日寺 

 ⇒２９番国分寺⇒３０番善楽寺⇒３１番竹林寺⇒３２番禅師峰寺⇒３３番雪渓寺⇒ 

 ３４番種間寺 

４日目（１０月１４日） 晴れ   ３５番～４０番（６寺） 

 宿泊 宇和島真珠会館 ６２２５素泊まり 

 ３５番清瀧寺⇒３６番青龍寺⇒３７番岩本寺⇒３８番金剛福寺⇒３９番述光寺⇒ 

 ４０番観自在寺 

５日目（１０月１５日） 曇り   ４１番～５１番［１１寺］ 

  宿泊 道後・権現山荘 ７．５００部屋食夕食のみ 

 ４１番瀧光寺⇒４２番仏木寺⇒４３番明石寺⇒４４番大宝寺⇒４５番岩屋寺⇒ 

 ４６番浄瑠璃寺⇒４７番八坂寺⇒４８番西林寺⇒４９番浄土寺⇒５０番繁多寺 

 ⇒５１番石手寺 



６日目（１０月１６日） 曇り   ５２番～６４番［１３寺］ 

 宿泊 愛媛ビジネスＨ 4.000 素泊まり 

 ５２番太山寺⇒５３番円明寺⇒５４番延命寺⇒５５番南光坊⇒５６番泰山寺⇒ 

 ５７番栄福寺⇒５８番仙遊寺⇒５９番国分寺⇒６０番横峰寺⇒６１番香園寺⇒ 

 ６２番宝寿寺⇒６３番吉祥寺⇒６４番前神寺 

７日目（１０月１７日） 雨   ６５番～７９（１５寺） 

  宿泊 城山温泉 ５２５０素泊まり 

 ６５番三角寺⇒６６番雲辺寺⇒６７番大興寺⇒６８番神恵院寺⇒６９番観音寺⇒ 

 ７０番本山寺⇒７１番弥谷寺⇒７２番曼茶羅寺⇒７３番出釈迦寺⇒７４番甲山寺⇒ 

 ７５番善通寺⇒７６番金倉寺⇒７７番道隆寺⇒７８番郷照寺⇒７９番天皇寺 

８日目（１０月１８日） 雨時々曇り  ８０番～８８番（９寺）（結願） 

         自宅着 21：00  

 ８０番国分寺⇒８１番白峯寺⇒８２番根香寺⇒８３番一宮寺⇒８４番屋島寺⇒ 

 ８５番八栗寺⇒８６番志度寺⇒８７番長尾寺⇒８８番大窪寺（結願） 

１０月２０日、高野山奥の院（お礼参り） 

 

納経料（軸・白衣・納経帳）1.000×88 ケ所 

寺社駐車料 200～500 

有料道路  鳴門まで 6.700×２ 途中高速利用 1000×２ 

 

 

◎指導：源勝子さん、武田泰子さん先達のアドバイスをいただきました。 

◎お問い合わせ：廣道襄まで 

 

 

 

南無大師遍照金剛 

南無大師遍照金剛とお唱えになるのは弘法大師お大師さまを拝み、その後ろには大

日如来さまが控えられ、また全ての神仏へとつながっているのです。御宝号の深い

意味を噛み締めながら「南無」と信じるこころを開いて、「大師」お大師さまに守られ

て、「遍照」他人に対しても優しさ思いやりを持って「金剛」自分自身に厳しく、そう

いう修行の日暮らし信仰を持ち、お大師さまと同行二人の人生の道を、幸せに向か

って一歩一歩精進して参りましょう。（ネットより転載）   

 

 

 



自家用車による遍路で特に気を付ける諸点 

 

１、カーナビは最新のものを使用しないと、間違うことになる。 

 ①、出発前に一番から８８番まで事前に登録しておくこと。 

 ②、カーナビの案内する「７００メートル先」「３００メートル先」は、 

   自分の目視感覚とならしておくこと。 

 ③、カーナビの特性を熟知しておくこと。 

 ④、ＢＧＭ等は使用しないこと. 

２、使用車両は、トヨタＷＩＳＨ ４輪駆動の小型が望ましい。 

３、雨天対策として 

  ①、傘が意外と便利 

  ②、靴のスペアを積んでおくこと 

  ③、掛け軸等は、二重の保護が必要 

  ④、ポンチョ、合羽は車乗降、下車時に時間がかかりすぎる 

４、納経開始時刻が、午前７時なので、それまでに１寺の参拝を終えておき 

  午前７時１番に朱印をいただき、すぐに、次の番所へ向かうこと。 

５、宿泊時の朝食を頼むと出発が遅くなるので、素泊まりか、夕食のみと 

  した方が効率的。 

６、飲み物と非常食を常時携帯しておくこと。 

７、ガソリン給油は、ガソリンスタンドは幹線道路をはずれると、無いので 

  メーターが半分になれば、必ず補給しておくこと。 

８、寺社が山の上が多く、その山道（または参道）が、農免道路だったりして 

  対向が困難、曲りくねった山道の下りのバックが余儀なくされる。 

９、道の両側から、樹木がトンネルのように覆っていて、昼でもヘッドが必要な 

  ところもある。 

１０、カーナビが案内する道を行くと、ドアミラーを閉じなければならないような 

  細い道を案内するが、着いて見れば大型バスがついている。観光バスルート 

  があると思う。（最短時間優先？） 

１１、カーナビは目的地周辺までは、案内するが、駐車場までは案内しないので 

  これを探すのにウロウロする。 

１２、今回の７泊８日は、朝食抜き、昼食車内、観光地は絶対立ち寄らないイメージ

で、ひたすら参拝オンリーのみの実行となっている。 

１３、一日１３寺を参拝すると、１寺１００階段あるとすれば、１３００段の往復となる。 

  中には３３３階段とか 540 階段とかもある。 

14, 実行は、日照時間の長い、気候の安定した時季を選んだ方がよい。 


